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成を準備する。さらに、 2009年度の機構年報および第 1回国際常民文化研究シンポジウムの報

告書を刊行する。

。国際常民文化シンポジウムの開催

昨年度に引き続き、第 2回国際常民文化シンポジウムを開催する。テーマは、 「民具名称の国

際共通化(仮題) Jとし、プロジェクト型共同研究の「民具の名称に関する基礎的研究」と連

携し、さらにフランス、中国等海外から研究者を招へいしてその理論的根拠を検討する。

。共同研究の円滑な運営と国際化を含む事業の総合的推進

運営委員会を 4回開催して、機構運営の公正性と公共性を担保するとともに、運営委員会主催

で共同研究に関する研究会を開催して、有機的な共同研究の在り方を検討する。

5 委託業務実施期間

平成22年4月1日から平成23年3月31日

E 委託業務の実施体制

1 業務主任者

役職・氏名 神奈川大学日本常民文化研究所所長佐野 賢治

2 業務項目別実施区分

業 務 項 目 実施場所

I 所蔵資料の情報共有化 横浜市神奈川区六角橋 3-27

l 

神奈川大学日本常民文化研究

所

E プロジェクト型共同研究 横浜市神奈川区六角橋 3-27

の推進 l 

神奈川大学日本常民文化研究

所

E 事業運営の総合的推進 横浜市神奈川区六角橋 3-27

l 

神奈川大学日本常民文化研究

所

3 経理担当者

役職・氏名 神奈川大学財務部長・永和田隆一

4 知的財産権の帰属 (甲文部科学省乙神奈川大学)

知的財産権は乙に帰属することを希望する。

担 当責任者

神奈川大学経済学部教授

神奈川大学日本常民文化研究所所員

田上繁

神奈川大学外国語学部教授

神奈川大学日本常民文化研究所所員

小熊誠

神奈川大学経済学部教授

神奈川大学日本常民文化研究所所長

佐野 賢治

5 委託契約書の定めにより甲に提出することされている著作物以外で委託業務により作成し、

甲に納入する著先物の有無

( 有 ・ l無) ) 

【著作物が有の 合以下を記載】

(名称 数量 ) 
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※「別紙様式第2　業務計画書」は、平成22年3月に文部科学省に提出した
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4 経費等

O平成22年度歳出決算額

区 分

支出合計

TEL 

E-mail 

うち、運営委員会経費

うち、共同研究費

うち、共同研究旅費

計

決算額

資料編

〔単位千円〕

委託費の充当額 備考

37.993 37.784 

240 240 

4.661 4.661 

16.204 16.204 

21.105 21.105 

桜[特色ある共同研究拠点の整備の推進事業平成22年度業務成果報告書]は、平成23年5月に文部科学省に提出した
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